
 

 

 

 

 

 

 

 

第３５回 崎陽杯テニストーナメント開催要項      令和８年 １月１７日 

１ 主    催 長 崎 市 テ ニ ス 協 会 

２ 公    認 長 崎 県 テ ニ ス 協 会  

３ 主    管 長崎市テニス協会トーナメント委員会    （運営団体 ：長崎ローンテニスクラブ） 

４ 協    賛 株式会社 ダン.ロップスポーツマーケティング 

５ 期    日 令和８年３月７日（土）･８日（日）   予備  ３月２０日（金・祝） 

６ 会    場 長崎市総合運動公園かきどまり庭球場（砂入り人工芝：19 面）   

７ 種    目 

 

一般男子・一般女子・男子４５歳以上･男子５５歳以上・男子６０歳以上･男子６５歳以上・男子７０歳以上・男子７５歳以上・

男子８０歳以上・女子４０歳以上・女子５０歳以上・女子６０歳以上のシングルス  （但し、３ドローに満たない種目は、行

わない場合があります。） 

８ 参加資格 

 

 

 

① 都道府県協会及びその傘下組織に所属する者、全日本学生テニス連盟及びその傘下組織に所属する者、全国

高等専門学校体育協会テニス部及びその傘下組織に所属する者、全国高等学校体育連盟テニス部及びその傘

下組織に加盟する者、長崎県テニス協会ジュニア個人登録者。 

② 前項 ①以外の者は賛助費として別途１人１，０００円を納入すれば参加できますが、所属（団体名）については全

てフリーとします。（大学において全学テニス部と学部ごとでのテニス部がある場合は、所属している部が、全日

本学生テニス連盟に登録されているかどうかを確認のうえお申し込みください。）  

③ 男子４５歳以上は昭和５６年１２月３１日以前の出生者・男子５５歳以上は昭和４６年１２月３１日以前の出生者 

男子６０歳以上は昭和４１年１２月３１日以前の出生者・男子６５歳以上は昭和３６年１２月３１日以前の出生者 

男子７０歳以上は昭和３１年１２月３１日以前の出生者・男子７５歳以上は昭和２６年１２月３１日以前の出生者 

男子８０歳以上は昭和２１年１２月３１日以前の出生者・女子４０歳以上は昭和６１年１２月３１日以前の出生者 

女子５０歳以上は昭和５１年１２月３１日以前の出生者・女子６０歳以上は昭和４１年１２月３１日以前の出生者 

９ 試合方法 

 

 

① トーナメント方式で、全試合８ゲームプロセット（８ゲームオール後のタイブレーク）・セミアドバンテージ方式 

② 審判方法は、セルフジャッジ方式（ロービングとソロチェアがつく場合もあります。） 

※  試合進行上の都合やその他の事情によっては、試合方法を変更する場合があります。 

10 試 合 球  ダンロップフォート 

11 申込方法 

 

 

 

 

 

 

① 長崎市テニス協会ＨＰ（https://nagasaki-tennis.com/）からの申込みでの受付とします。  

受付済の返信がありますので、メール受信できるように設定し確認してください。 

入力項目（申込責任者の電話番号、メールアドレスなど）に漏れがないか確認してください。 

受付済の返信確認が出来ない場合は、下記15-⑤にて問い合わせて確認してください。 

・年齢別種目に申込みの方は、備考欄に生年月日を記入し、申込みの種目が成立しない場合のために、若年の

種目等に移行可能かどうかも、併せて記入してください。 

・フリーで申込みの方は、種目にかかわらず、備考欄に戦績及びテニス歴や生年月日を記入してください。 

・学生の方で所属（団体名）が学校名でない場合は、備考欄に学校名、学年を記入してください。 

12 申込期限 令和８年２月１５日（日） 

13 参 加 料 ２，５００円   （ 前項 ８ 参加資格 ② に該当される方は、別途賛助費１人１，０００円 が必要です。 ） 

14 振 込 先  十八親和銀行 長崎営業部 普通預金5146622 口座名 長崎市テニス協会 崎陽杯                

15 そ の 他 

 

① 複数種目へのエントリーは、認めません。 

② 出場取消は主催者に対し、その理由を添えて必ず連絡をしてください。 

FAX；095-848-1929(西村)、メール；nta@nagasaki-tennis.com（長崎市テニス協会） 

③ ドローは、２月２８日（土）頃長崎市テニス協会ＨＰに掲載致します。 

④ 申込みによって得た個人情報は、利用目的以外には使用致しません。 

⑤ 問合せは、メール（nta@nagasaki-tennis.com） 

又は、西村孝次（TEL 090-2504-4287）へ  19 時～21 時の間にお願いします。 

大会委員長 与田勝義、   ディレクター 松尾利一 、   レフェリー 西村孝次 


